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Measurement of the specific gravity of petroleum products which show solid or 

semi-solid state at room temperature is described. Measurement of the specific gravity 

is achieved by the method on “Testing Methods for Density and Petroleum  Products 
(Japan Industrial Standard)”.But some problems arise from the measurement by the 

revised”Testing Methods”. 

Samples must be left at room temperature, but water takes over three hours to become 
ambient temperature. This causes specific gravity lower than that by previous method. 
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1 緒  言 

関税定率法別表第 27.10項において，重油は比重に

より A，B，C に区分されているが，常温で固体又は

半固体のものもかなり輸入されている。 

これらの比重測定は，JIS K－2249「原油及び石油

製品の比重試験法」中のハバード比重瓶法及び税関参

考分析法 No.16「重油及び粗油の固体比重測定法」に

より測定しているが，1987年 3月の JIS改正により，

ハバード比重瓶法による測定方法の一部が改正された。 

改正後の方法によると，改正前と比較して比重が低

くなる傾向にあるため，改正前及び改正後の比重測定

方法を比較検討したので報告する。 

 ＊名古屋税関輸入部分析部門 〒455名古屋市港区入船 2-3-12 

 

２ 実  験 

２．１ 試  料 

試料として，輸入重油で常温において固体又は半固

体のものを用いた。 

 

２．２ 装置及び器具等 

恒温水槽 

（15±0.05℃に調節できるもの，小松エレクトロニ

クス CTE－120製） 

ハバード比重瓶 

（JIS R－3503に規定するもの） 

温度計 

 恒温水槽用（JIS B－7410 SG－44） 
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  比重瓶内水温測定用 

  標準温度計 

蒸留水 

  比重瓶に満たす水は新たに沸騰し，15℃以下に冷

却したもの 

 

２．３ 測定方法及び計算 

改正前及び改正後の比重測定方法及び計算式を次に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．４ 実  験 

今回の JIS の改正において，水当量及び比重測定時

に 15℃の恒温水槽から比重瓶を取り出した後，室温ま

で放置するとの一項が加えられたので，水の温度変化，

室温放置における水の減量が及ぼす比重の変化につい

て実験した。 

 

 15℃の水が室温になるまでの時間の測定は，比重瓶に

15℃の水を入れ，その中に温度計を挿入して測定した。 

室温放置による水の減量及び比重変化の測定は，2.3

の改正前の方法により，15℃の水槽から比重瓶を取り

出し，外側を乾燥させた後質量を測定したものを基準

とし，その後一定時間経過後毎に質量を測定し，減量

パーセント及び比重を計算した。 

 

３ 結果と考察 

３．１ 水温と放置時間 

15℃の水が室温になるまでの温度変化の傾向を Fig.

１に示す。 

当初 60分間は急激に室温に近づくが，それを過ぎる

とゆるやかになり，180 分間経過しても完全に室温に

ならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.１ Required time for 15℃  water to become 

room temperature 

 

 

 

 

 

３．２ 放置時間と水の減量 

室温放置中に比重瓶の栓の穴等からあふれ出た水が

時間の経過とといこどの程度蒸発するか測定した。 

 

３．２．１ 水当量測定時 

Table 1は，水当量測定時の放置時間と水の蒸発に

よるみかけ質量減少率を 180 分間測定したものであ

る。 
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Table 1  Weight 1oss by volatilizing of water m 

holding（Mesurement of water equivalent） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概ね室温になったと考えられる 180分間経過したと

ころの室温 26℃近辺の平均減少率は0.36％，室温17℃

のものの平均減少率は 0.24％であった。 

個々の減少率に変動があるのは，水のあふれ方が一

様ではなく，栓の穴からあふれるのみならず，瓶と栓

のスリ合わせ部分からもあふれ出るものもあり，図の

表面積の違いによるためと考えられる。 

 

３．２．２ 比重測定時 

Table 2に比重測定時の放置時間と減少率を示す。 

 

Table 2  Weight 1oss by volatilizing of water in 

holding 

（Mesurement of specific gravitive） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

室温 26℃近辺の 180分間経過時の平均は 0.75％，

19.5℃の平均は 0.41％と，水当量測定時に比較して約

2倍もの減少率となっている。 

 

 これは，重油の膨脹率が水よりも大きいため，あふ

れ出る水の量が水当量測定時より多いためと考えられ

る。 

Fig. 2 は，水当量測定時及び比重測定時の代表的な

ものをグラフで示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.２    Weight 1oss by volatilizing of water in 

holding 

 

 

３．３ 放置時間と比重の変化 

Table 3は 6種類の試料について，室温で放置したと

きの比重の変化を測定したものである。試料 5，6につ

いては同一試料をそれぞれ3本づつ測定した。 

 

Table 3 Relation between specific gravitiy and 

holding time 
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時間の経過とともに比重が減少し，試料１～４では，

30 分間で 0.0005，60 分間で 0.0012，120 分間で 

0.0034，180分間で 0.0057，試料 5，6では，30分間

で 0.0033，60分間で 0.0009，120分間で 0.0023，180

分間で 0.0025の比重低下となっている。 

比重の低下する原因は，Fig. 2の水の減量でわかる

とおり水当量測定時の減少率と比重測定時の減少率に

差があり，その影響によるものと考えられる。減少率

の差は時間とともに大きくなるので，それに従って比

重も放置時間とともに低くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 3  Relation between specific gravity and 

holding time 

 

 また，試料 1～4が 5，6に比較して低下度が高いの

は室温時の影響によるものと考えられる。 

Fig. 3は Table 3の代表的なものをグラフにしたも

のである。 

 

４ 要  約 

JISK－2249 中のハバード比重瓶による固体比重

測定法の改正により，室温放置の項目が加えられたが

この方法によると，室温 26℃において 15℃の水が完

全に室温になるまで 3時間以上と長時間を要する。 

室温放置中に比重瓶からあふれ出た水が蒸発する

が，蒸発量は水当量測定時より比重測定時の方が大き

く，この差が比重に影響を及ぼし，実験では時間の経

過とともに比重が低下し，室温 26.5℃の実験室で 180

分間放置した場合に 0.0057，室温19.5℃では 0.0025

の低下となった。 

輸入される重油によって A，B，Cの境界値に近い

ものは測定の条件によって，C から B に，B から A

と税表番号の変更をきたすものもある。また，比重の

低下が水の蒸発に起因することから，JIS に定める繰

り返し精度を満足させても，温度，湿度，空気の流通

等実験室の条件によって同一の試料で異なった比重

となることが予想される。 

 


